
平成１８年１２月２６日

～横浜市「鶴見中央一丁目土地有効活用事業」コンペ当選作品～

平成１９年２月からマンション「グレーシアスクエア横浜鶴見」を販売開始

相鉄不動産株式会社

　相鉄グループの相鉄不動産㈱（本社・横浜市西区、社長・久保田　豊）では、平成１９年２月

上旬より横浜市鶴見区鶴見中央一丁目の住宅・公共施設複合型定期借地権付分譲マンション「グ

レーシアスクエア横浜鶴見」の販売を開始します。

　同マンションは、横浜市所有地に定期借地権を設定し、公共施設として地域ケアプラザと保育

所を整備するとともに、余剰容積部分に民間共同住宅を整備するもので、横浜市が一般公募した

コンペ「鶴見中央一丁目土地有効活用事業」に当選した事業です。同事業は共同事業体「ヨコハ

マＣＲＥＷ」（相鉄不動産㈱、㈱金子設計、京急建設㈱、相鉄企業㈱）が事業推進します。

　マンションの住戸部分の専有面積は61.56㎡～77.00㎡で、ライフスタイルに合わせた２ＬＤＫ

～４ＬＤＫの多彩なプランをそろえ、２４時間対応のセキュリティシステムやセントラル型浄水

システム、宅配ボックス等、先進の設備も標準装備となります。また、エントランスやエレベー

ター、階段はマンション住民用と公共施設利用者用に分け、利用者の動線を分離した設計とし、

プライバシーやセキュリティー面にも配慮しています。

　同マンションは横浜市内５つの副都心のひとつとされている鶴見駅周辺に位置し、京浜急行

「京急鶴見」駅徒歩３分、ＪＲ「鶴見」駅徒歩４分という好立地に誕生するもので、周辺の商業

施設にも恵まれています。この暮らしやすいロケーションに加え、高齢者を地域で支えあう施設

や子育てを支援する横浜市認可保育所を併設するなど、世代を超えた交流を実現し、鶴見活性化

の一翼を担う豊かなコミュニティーを育む拠点となります。

「グレーシアスクエア横浜鶴見」の概要は、別紙のとおりです。

外観は周辺環境となじみ、都市生活の拠点にふさわしいホワイトを基調とし、

公共施設部分の低層部には深みのあるグレーを採用



（別紙）

「グレーシアスクエア横浜鶴見」の概要

１．名　　　称　グレーシアスクエア横浜鶴見

２．所 在 地     　神奈川県横浜市鶴見区鶴見中央一丁目２３－２他（地番）

３．交　　　通　京浜急行線「京急鶴見」駅下車徒歩３分

　　　　　　　　ＪＲ京浜東北線「鶴見」駅下車徒歩４分

４．敷 地 面 積     　１，４２３．９６㎡

５．建 物 構 造     　鉄筋コンクリート造、地上８階地下１階建

６．総 戸 数     　４０戸、他に地域ケアプラザ、保育所

７．間 取 り     　２ＬＤＫ～４ＬＤＫ

８．専 有 面 積     　６１．５６㎡～７７．００㎡

９．予定販売価格帯　２，３００万円台～３，４００万円台

10．定期借地権　定期借地権期間　５０年
※価格には保証金が含まれます。

※物件価格以外にご入居後月々、地代・解体準備金が必要となります。

11．売　　　主　相鉄不動産㈱
12．設計・監理  ㈱金子設計
13．施    　工　京急建設㈱
14．販 売 代 理     　ナイス㈱、相鉄不動産販売㈱

15．管 理 会 社     　相鉄企業㈱

16．竣 工 予 定     　２００７年（平成１９年）３月上旬

17．入 居 予 定     　２００７年（平成１９年）４月下旬

18．販 売 時 期     　２００７年（平成１９年）２月上旬（予定）

19．概　念　図

　　　　　

　　　　住宅と公共施設からなる複合施設　　　　　　　　住宅と公共施設のエントランスを完全に分離

　　　　　　

20．ｗｅｂサイト　 http://www.g40.jp/

■相鉄不動産㈱の会社概要

１．本　　　社　横浜市西区北幸二丁目９番１４号

２．資 本 金     　８２億６，２５０万円

３．社　　　長　久保田 豊

以上


